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6月の出来事
●時　事
  1日  子ども手当、支給スタート
  2日  出生率1.37、4年ぶりに上昇止まる
　　　鳩山首相が辞意表明 小沢氏も辞任
  4日  鳩山内閣総辞職 5番目の短命
13日  小惑星探査機「はやぶさ」、地球帰還
14日  関東甲信地方で梅雨入り
17日  09年度末の家計金融資産は3年ぶ
　　　り増加

●山梨県中央会ニュース
  2日  青年中央会通常総会
［中央会委員会］
17日  工業、労働、金融　 18日  税制
21日  組織、商業　 22日  環境
25日  総合政策
27日  中小企業の森整備事業

7月の予定
  6日  事務連絡協議会総会

 ● 4面  新しい組合が加わります
 ● 6面  ピンチを乗り越えて、
                             2010中小企業白書
 ● 7面  地域資源活用計画に国の認定
 ● 8面  ７月からの事務局の顔ぶれ

その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

今月の見どころ
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  総合政策委員会
●委員長：中村昌訓氏　●副委員長：勝俣明美氏・武田與光氏

1.日本経済の基盤を支える中小企業が、再生・成長を果たし、国民が
安心した生活が過ごせる社会を実現するため、中小企業憲章の基
に、中小企業基本法をはじめとする関係法令の改正・整備を図ると
ともに、中小企業対策が強力に展開できるよう、充分な予算措置を
講ずること。

  組織委員会
　
●委員長：大木　政氏　●副委員長：井上聰一郎氏・新藤　進氏

1.中小企業組合制度の改善
　　地域経済の活性化にとって中小企業は重要な役割を担っている。
　　特に、連携力を効果的に発揮する中小企業組合等が経済的・社会
的環境の変化に的確に対応し、積極的に事業展開が行えるよう、ま
た、組合が創業、新たな連携、協業化・事業統合の事業体として最大
限活用できるよう、①設立同意者数の引き下げ等の設立要件の緩
和、②准組合員制度の導入等、中小企業組合制度の改善を図るこ
と。

  金融委員会
●委員長：今井　進氏　●副委員長：石部元章氏・小松義文氏

1.中小企業への資金繰り支援の積極的な実施
　　景気変動に対応して中小企業の経営を支えるために、緊急保証
制度の期間延長を含めた資金繰り対策を強化すること。また、経営
革新計画等の中小企業の新たな取り組みのための金融支援の強化
をおこなうとともに、内需拡大に向けた新たな設備投資等を喚起す
るための金融施策を積極的に行うこと。

2.信用組合等の中小企業向け金融機関の機能強化
　　地域経済の安定に大きな役割を果たしている信用組合等の機能
強化のための支援をおこなうこと。特にゆうちょ銀行の業務展開に
あたっては、信用組合等の貸出業務に大きな影響が出ないよう特
段の配慮をおこなうこと。

  税制委員会
●委員長：勝俣明美氏　●副委員長：髙野芳造氏・三澤茂計氏

1.消費税率の引き上げを行わないこと
　　消費税の見直し議論は、景気回復の動向及び中小企業者の経営
実態を十分に勘案し、拙速な税率の引き上げを行わないこと。

2.協同組合等の経営基盤強化のために法人税の軽減を図ること
　　地域経済の担い手である中小企業の自主的支援組織である組合
等の経営基盤の強化を図るため、協同組合等の法人税の軽減を図
ること。

  労働委員会
●委員長：矢澤雄兒氏　●副委員長：大宮山磐氏・川手正紀氏

1.最低賃金の決定は地方の実状に即したものにすること
　　労働界、産業界の代表や関係閣僚らが参加する「雇用戦略対話」

において最低賃金の全国平均を2020年までに時給1,000円に引
き上げるなどを柱とする目標を取りまとめた。

　　しかし、地方の景気は依然厳しいことから、中小企業の経営実態
や支払能力に即した対応及び支援策をすべきである。

  商業委員会
●委員長：松葉　惇氏　●副委員長：飯野　巧氏・山下安廣氏

１.不当廉売等への迅速かつ実行性ある対処
　　改正独占禁止法を厳正に適用し、納入先の優越的地位の濫用が
見られる業種について、実効性のあるよう業種別ガイドラインを見
直すとともにガイドラインのない業種については新規に作成する
こと。

　　また、中小企業に不利益を与える不当廉売等の不公正な取引方
法に対して迅速かつ実効性ある対処を行うこと。

  工業委員会
●委員長：武田與光氏　●副委員長：今村力男氏・古守三郎氏

1.ものづくり中小企業製品開発等支援事業の復活・拡充について
　　平成21年度補正予算で行われた「ものづくり中小企業製品開発
等支援事業」は、我が国の中小企業者にとって大きな躍進をもたら
し、日本経済を立て直すためにも正に必要な施策であり、政府が目
指す産業構造への変革のためにも、経常的な措置として講ずること
が必要である。

　　また、この事業を進めて行く上では、試作開発から販路開拓等に
向けた取り組みを含め、ものづくりに必要な人材の確保・育成につ
いても支援を行える様、これまでの実績を踏まえ、中小企業団体中
央会を通じた総合的な支援策として「ものづくり中小企業製品開
発等支援事業」を復活・拡充すること。

２．官公需発注権の地方への委譲等について
　　官公需法は、中小企業への受注機会の増大による地域経済の活
性化と中小企業の経営基盤強化のための施策と位置づけられてい
ることに鑑み、国の地方支分部局等について、発注権限の限度額の
引き上げと発注権委譲などの積極的な措置を講ずること。

　　また、国等及び地方公共団体は、物件等の発注に当たって、需給
状況、原材料価格の実情、消費税の負担、公共労務単価等を十分勘
案して、適正な価格による発注を行うこと。

　　併せて、工事、役務及び物品等の官公需発注においては、最低制
限価格制度の活用を強力に推進すること。

  環境委員会
　
●委員長：渡邊征夫氏　●副委員長：中込正明氏・古屋　昶氏

１．環境対策推進に係る中小企業支援措置の拡充強化
　　わが国の低炭素社会に向けた環境対策の推進にあたっては、国
内産業や地域経済への影響に配慮し、中小企業に過度な負担が及
ばないよう十分な対策を講ずること。

　　また、資金や設備に余力のない中小企業が、環境配慮型経営へ円
滑に転換できるよう、国が支援策や優遇措置等のより一層の拡充
を図り、強力な推進を行うこと。
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融
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催
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催
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れ
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平成22年度第1回委員会を開催

全国大会への提出議案を審議する総合政策委員会

内藤会長のあいさつ

各専門委員会での活発な意見交換
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れ
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落
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在
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わ
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ま
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が
国
の
何
と
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頼
り
な
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治
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「
中
庸
」
と
い
う
大
人
の
態
度
が
マ
ス
コ
ミ
報

道
に
も
あ
れ
ば
、社
会
も
少
し
は
落
ち
着
い
て

く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「不安な日本」

「年収の3分の1」を超える額の新規の借入れができなくなり
ます。
借入れの際、基本的に「年収を証明する書類」が必要になりま
す。
法律上の上限金利が29.2%から、借入金額に応じて15～
20%に引き下げられます。

　

改正貸金業法に関する「よくあるご質問」をご紹介します。

これまできちんと返済してきたのに、どうして急に借りられなくな
ったのでしょうか？

　貸金業法が変わったことにより、「年収の3分の1」（注①）を超え
る新規の借入れは出来なくなりました。また、借入れの金額によ

り、「年収を証明する書類」がないと借りられないことがあります。
（注①）：「年収の3分の1」は、複数の貸金業者から借入れがある場合は、
　　　　その合計額となります。
　ただし、銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫など、貸金業者以外からの
借入れは含まれません。また、クレジットカードで買い物をした分も含ま
れません。（クレジットカードで現金を借りる（キャッシング）分は含まれま
す。）
　　

誰もが「年収を証明する書類」（注②）を提出しなければならないので
すか？

①ある貸金業者から50万円を超えて借りる場合
②他の貸金業者から借りている分も合わせて、合計100万円を超

えて借りる場合。
のどちらかに当てはまれば、提出が必要です。
（注②）：1年間の収入が分かる書類です。例えば、「源泉徴収票」「確定申
　　　　告書」「給与明細」などです。

　　

専業主婦（主夫）の場合は、どうすればよいですか？

配偶者の同意を得て借入れをすることが出来る場合があります。
その際は、配偶者の年収を証明する書類や配偶者の同意書などが

必要となります。

「年収の3分の１」を超える借入れがあると、超えている分をすぐに
返さないといけないのですか？

契約どおり返済すれば大丈夫です。超過分をすぐに返す必要はあ
りません。

　詳細については、関東財務局甲府財務事務所のホームページをご覧下さい。
　また、山梨県内における、多重債務など借入れに関するご相談、改正貸金業
法についてのご質問などを次の窓口で受付けております。
　「困ったらまず相談！」絶対にヤミ金融（無登録の業者など）からは借りないで
下さい。

　連  絡  先
甲府財務事務所　
☎055-253-2261　HPアドレス：www.mof-kantou.go.jp/kofu/

山梨県内の相談窓口
   法律内容や制度に関する質問
　関東財務局甲府財務事務所理財課………☎055-253-2261
　山梨県商工労働部商業振興金融課………☎055-223-1538
   身近な県民相談窓口
　山梨県県民生活センター…………………☎055-235-8455
　地方相談室…………………………………☎0554-45-5038
　関東財務局甲府財務事務所
　　　　　　　多重債務相談窓口…………☎055-253-2261
   多重債務に関する相談窓口
　山梨県弁護士会……………………………☎055-235-7202
　山梨県司法書士会　総合相談センター…☎055-253-2376（予約受付番号）
　日本司法支援センター（法テラス山梨）…☎050-3383-5411
   ヤミ金等に関する相談窓口
　山梨県警察総合相談室……………………☎055-233-9110
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃9110（プッシュ式）
   休日の相談窓口
　山梨県県民生活センター…………………☎055-235-8455（要電話予約）
　　開 催 日：毎月第3土曜日
　　相談時間：午前9時～午後4時（12：00～13：00を除く）
　　相談会場：山梨県ＪＡ会館 5階 　甲府市飯田1-1-20

あなたは大丈夫ですか? 貸金業法が大きく変わります！貸金業法が大きく変わります！平成22年6月18日から

借り過ぎ・貸し過ぎを防ぐため、本年6月18日に貸金業法が大きく変わりました。主な改正点は次のとおりです。

ポイント1

ポイント2

ポイント3

Ｑ1

Ｑ2

Ｑ3

A1

Ｑ4
A4

A2

A3

A1

ば
っ
こ
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データから見た業界の動き（平成22年5月分）
収益状況
2009年5月

景況感
2009年5月

売上高
2009年5月

2010年5月 2010年5月2010年5月

減少
76%

不変
20%

増加
4%

悪化
68%

不変
32%

悪化
68%

不変
32%

減少
42%

不変
38%

増加
20% 悪化

40% 不変
50%

好転
10%

悪化
44% 不変

48%

好転
8%

（平成22年5月分）
　本県の５月の景況では、全業種のDI値は、売上高
－22（前年同月比＋50）、収益状況－30（前年同月
比＋38）、景況感－36（前年同月比＋36）と前年同
月比では、全項目でポイントが改善。前月比では、す
べての項目でポイントを下げている。
　製造業は、売上高－5（前年同月比＋65）、収益状
況は－20（前年同月比＋55）、景況感は－20（前年
同月比＋50）と前年同月比でポイントが大幅に改
善。前月比でも、わずかであるが全ての項目で改善
した。
　非製造業のDI値は、売上高－33（前年同月比＋
37）、収益状況－37（前年同月比＋26）、景況感－
47（前年同月比＋26）と、前年同月比では製造業と
同様に大幅にポイントが改善しているが、前月比で
は、全ての項目でポイントを下げる結果となった。
　5月の月例経済報告では「企業の業況判断は改善
しているが、中小企業では先行きに慎重な見方とな
っている」「雇用情勢は依然厳しいが、企業収益は改
善している」と報告されている。
　県内景況についても、DI値の推移を見ても分かる
とおり、前年同月比では全体で大きく業況判断が改
善しており、特に製造業においては、前月比と併せ、
順調にポイントが推移している傾向が見られる。
　情報連絡員からの報告では、業種全体で厳しい声
が多い中で、製造業の一部では「仕事量が戻ってき
た」「受注増により外注に出すことも増えた」との報
告も増えている。一方で、数ヶ月先までの受注確保
はできているものの、その先の見通しが不明とする
報告もある。また、非製造業については、長く続く個
人消費の冷え込みが大きく影響しており、厳しい報
告ばかりが目立った。夏の商戦に向けて消費意欲の
回復が待たれるところである。

山梨県中小企業団体中央会
情報連絡員報告

業
界
の

　動
き

データから
見た
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梨
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声業界の口
蹄
疫
問
題
の
影
響
は
？

　現
在
、口
蹄
疫
問
題
の
影
響
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、今
ま
で
伸
び
て
い
た
牛
肉
の
売
上
は
若
干
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、消
費
者
の
皆
様
に
も
理
解
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、大
き
な
影
響
と
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。た
だ
し
食
肉
業
界
に
お
い
て
は
、こ
の
問
題
の
影
響
は

今
後
大
き
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
ま
で
、

県
内
で
の
宮
崎
県
産
の
子
牛
の
購
入
は
３
〜
４
割
程
度
あ
り

ま
し
た
。通
常
、畜
産
農
家
に
購
入
さ
れ
た
子
牛
は
２
〜
３
年

ほ
ど
育
て
ら
れ
た
後
、食
肉
と
し
て
流
通
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

現
在
流
通
し
て
い
る
牛
肉
は
、口
蹄
疫
問
題
と
は
無
関
係
と

な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、今
後
、県
内
の
牛
肉
の
３
〜
４
割
を

補
っ
て
い
た
宮
崎
県
産
の
子
牛
が
流
通
か
ら
無
く
な
る
こ
と

を
考
え
る
と
、そ
の
子
牛
が
育
つ
予
定
だ
っ
た
２
〜
３
年
後
の

牛
肉
の
生
産
量
が
減
少
し
、そ
れ
に
伴
い
牛
肉
価
格
が
上
が

る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
時
の
業
界
へ
の

影
響
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
、心
配
さ
れ
ま
す
。

業
界
の
現
状
は
？

　口
蹄
疫
問
題
以
外
で
の
業
界
の
現
状
で
は
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー（
以
下
、Ｓ
Ｃ
）や
ス
ー
パ
ー
の
拡
大
、後
継
者
問
題

等
の
影
響
に
よ
り
、食
肉
専
門
店
は
10
年
ほ
ど
前
に
比
べ
る

と
４
割
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。確
か
に
一
度
で
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
揃
う
Ｓ
Ｃ
や
ス
ー
パ
ー
は
魅
力
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、食

肉
専
門
店
は
そ
れ
ら
と
の
差
別
化
が
可
能
だ
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。食
肉
専
門
店
で
し
か
買
え
な
い
商
品
、安
心
・
安
全
、

食
肉
に
精
通
し
て
い
る
等
、食
肉
専
門
店
の
強
み
を
上
手
に

生
か
し
た
経
営
が
、今
後
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
今
回
、お
話
を
伺
っ
た
斉
藤
氏
が
経
営
す
る
「
ミ
ー
ト
プ
ラ

ザ
よ
だ
」
で
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
「
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府

　ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
カ
レ
ー
」
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー

フ
を
使
っ
た
こ
の
カ

レ
ー
は
多
く
の
方

か
ら
ご
好
評
を
頂

い
て
お
り
、そ
の
結

果
と
し
て
Ｊ
リ
ー

グ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

商
品
と
し
て
も
認

定
さ
れ
ま
し
た
。皆

様
も
是
非
一
度
お

試
し
下
さ
い
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

　
　業
界
か
ら
一
言

　政
府
や
国
・
県
な
ど
の
行
政
に

対
す
る
意
見
要
望
は
、「
景
気・雇

用
・
少
子
化
対
策
を
確
実
に
実
行

し
て
欲
し
い
」
「
景
気
回
復
・
安

定
向
け
真
剣
に
取
り
組
ん
で
実
現

し
て
欲
し
い
」
な
ど
、早
急
な
景

気
回
復
を
望
む
声
が
全
体
と
し
て

多
く
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、製
造
業
か
ら
は
、「
海
外

脱
出
を
図
る
大
手
企
業
が
多
い

が
、政
府
も
大
企
業
も
将
来
の
日

本
経
済
安
定
た
め
に
考
え
直
す
べ

き
」「
抜
本
的
な
景
気
て
こ
入
れ

を
し
な
い
限
り
地
場
産
業
は
回

復
し
な
い
」
非
製
造
業
で
は
「
金

融
機
関
は
地
元
零
細
企
業
を
し

っ
か
り
応
援
す
る
姿
勢
を
と
っ
て

欲
し
い
」
な
ど
の
厳
し
い
声
が
聞

か
れ
た
。

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
仕

入
の
増
加
、原
料
価
格
の
上
昇

に
よ
り
粗
利
益
率
は
低
下
し
て

い
る
。

●
食
料
品（
製
麺
）／
Ｇ
Ｗ
以
降

は
売
上
が
伸
び
ず
。６
月
か
ら

果
物
も
少
し
ず
つ
出
て
く
る
の

で
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
に
期

待
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
内
需

が
悪
く
、得
意
先
か
ら
の
更
な

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
が
強
く

な
っ
て
き
た
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
原
燃
料
価
格

が
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
売
上
高

が
増
加
し
た
要
因
は
、新
年
度

の
工
事
発
注
が
早
く
、そ
の
他

民
間
工
事
も
大
量
に
発
注
さ

れ
た
効
果
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
仕
事
量
は
、昨

年
対
比
80
％
ま
で
回
復
し
た

が
、依
然
建
設
関
係
、輸
出
関

連
が
悪
い
。

●
一
般
機
器
／
新
興
国
向
け
の
設

備
が
一
段
落
し
、現
在
新
興
国

で
の
操
業
開
始
ま
で
の
部
品
及

び
組
立
関
連
の
繋
ぎ
に
よ
る
生

産
の
状
態
。新
興
国
で
の
新
製

品
の
生
産
に
よ
り
、国
内
で
の

生
産
が
減
少
し
、設
備
投
資
が

停
滞
す
る
。

●
電
気
機
器
／
航
空
機
の
部
品

加
工
を
主
と
し
て
い
る
企
業
で

は
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要

求
に
苦
戦
し
て
い
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
昨
年
レ
ベ

ル
ま
で
戻
っ
た
が
、今
後
は
不

透
明
。し
か
し
新
規
開
拓
な
ど

は
以
前
と
比
べ
好
反
応
。資
金

繰
り
は
厳
し
い
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
先
月
よ
り

物
流
が
上
昇
し
て
き
た
様
相

で
、業
界
の
景
況
も
好
転
傾
向

に
あ
る
。

●
小
売（
S
C
）／
比
較
的
高
額

商
品
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ

る
。消
費
者
の
低
価
格
帯
指
向

が
う
か
が
え
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
Ｇ
Ｗ
以
降
は

全
畜
種
量
・
金
額
両
ベ
ー
ス
と

も
ダ
ウ
ン
。口
蹄
疫
の
影
響
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
対
象
品
目
は
比
較
的
順

調
に
推
移
し
た
が
、そ
の
他
の

商
品
は
、数
量
、金
額
と
も
に
前

年
並
み
。ま
た
、地
域
店
の
新
た

な
販
売
主
力
商
品
に
な
っ
て
い

る
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
や
太
陽
光
発

電
等
へ
異
業
種
か
ら
の
参
入
が

多
く
、販
売
競
争
が
激
化
し
て

い
る
。

●
小
売（
事
務
機
文
具
）／
仕
事

量
の
減
少
要
因
は
、官
公
庁
が

合
理
性
、能
率
性
を
重
視
し
、

単
価
契
約
制
度
を
取
り
入
れ

た
た
め
で
あ
り
、こ
の
制
度
の

見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

●
小
売（
石
油
）／
小
幅
な
小
売

価
格
の
上
昇
が
続
き
、ガ
ソ
リ

ン
・
軽
油
と
も
値
上
が
り
幅
は

圧
縮
さ
れ
て
い
る
が
、3
円
程

度
の
値
上
が
り
と
な
っ
た
。６

月
の
小
売
価
格
は
原
油
価
格

の
値
下
が
り
と
国
内
需
要
の
低

迷
に
よ
り
、ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・

軽
油
と
も
若
干
の
値
下
が
り
と

予
想
。

●
商
店
街
／
や
や
下
げ
止
ま
っ
た

感
は
あ
る
が
、小
売
業
全
般
に

ム
ー
ド
は
悪
い
。

●
宿
泊
業
／
G
W
は
好
天
に
恵

ま
れ
、大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
が
、日
帰
り
客
が
多
か

っ
た
。今
後
は
日
帰
り
で
き
る

関
東
近
郊
で
は
な
く
、遠
方
の

近
畿
圏
に
P
R
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

●
建
設
業（
総
合
）／
本
年
度
の

公
共
工
事
等
の
発
注
状
況
は
、

建
築
工
事
の
発
注
に
大
型
案

件
が
多
く
、土
木
工
事
の
発
注

が
現
状
で
は
小
規
模
の
も
の
が

多
く
、全
体
的
に
見
る
と
昨
年

よ
り
減
少
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
09
年
度
の

都
道
府
県
別
鉄
骨
需
要
量
で

は
山
梨
は
前
年
度
比
で
48
・
５

%
減
と
全
国
で
４
番
目
の
減

少
。現
状
は
鉄
骨
価
格
の
低

迷
、鋼
材
価
格
の
値
上
が
り
で

不
採
算
物
件
が
多
く
、各
社
の

稼
働
率
が
低
下
し
経
営
状
況

の
悪
化
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
仕
事
量
も
若

干
少
な
く
な
り
、軽
油
も
値
上

が
り
し
た
た
め
一
層
苦
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。夏
期

は
冷
房
を
使
用
す
る
た
め
軽
油

代
金
の
高
止
ま
り
は
大
き
な
痛

手
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
昨
年
に
比

べ
、上
場
企
業
の
設
備
投
資
が

出
始
め
、少
し
ず
つ
良
く
な
っ

て
き
て
は
い
る
。

ヴァンフォーレ甲府
ヴィクトリーカレー
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　5
月
15
日
、「
古
名
屋
ホ

テ
ル
」
に
お
い
て
、山
梨
県

印
判
用
品
卸
商
工
業
協
同

組
合（
望
月
孝
理
事
長
、組

合
員
12
社
）の
組
合
員
が
加

入
す
る
全
国
印
判
用
品
商

工
組
合
連
合
会（
加
盟
１
０

１
社
）の
第
51
回
総
会
・
甲

府
大
会
が
開
催
さ
れ
、モ
テ

ギ
㈱
の
茂
手
木
寛
社
長
が

新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　印
判
用
品
の
業
界
は
、東
日
本
印
判
用
品
商
工
組
合（
伊
藤

信
一
組
合
長
、組
合
員
31
社
）、中
部
印
判
用
品
商
工
組
合（
松

本
豊
組
合
長
、組
合
員
４
社
）、西
日
本
印
判
用
品
商
工
組
合

（
中
田
克
巳
会
長
、組
合
員
54
社
）と
本
県
の
４
地
区
よ
り
な

る
が
、ど
の
地
区
に
お
い
て
も
会
員
数
の
減
少
に
よ
り
厳
し
い

組
合
運
営
と
な
っ
て
い
る
。

  

全
国
組
合
は
、任
意
団
体
で
あ
る
た
め
、隔
年
で
輪
番
制
で

総
会
を
開
催
し
て
い
る
。今
回
、役
員
規
約
の
改
正
が
行
わ
れ
、

組
合
員
数
減
少
を
理
由
に
、「
会
員
数
に
比
例
し
た
人
数
で
各

地
区
よ
り
役
員
を
選
出
」
し
て
い
た
も
の
を
「
各
地
区
の
役

員
が
全
国
の
幹
事
、役
員
を
構
成
す
る
」
と
変
更
し
、役
員
改

選
で
は
、20
年
ぶ
り
に
山
梨
よ
り
新
会
長
を
選
出
し
た
。な
お
、

20
年
前
の
会
長
は
、茂
手
木
寛
氏
の
実
父
の
茂
手
木
勇
氏
で

あ
る
。

  

総
会
終
了
後
、懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、来
賓

の
末
木
浩
一
県
商
工
労

働
部
次
長
の
挨
拶
、茂

手
木
勇
顧
問
の
挨
拶
の

後
、マ
グ
ロ
の
解
体
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。ま

た
、ソ
ム
リ
エ
の
五
味

丈
美
氏
が
セ
レ
ク
ト
し

た
甲
州
ワ
イ
ン
な
ど
の

県
産
ワ
イ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
、参
加
者

は
ワ
イ
ン
と
県
産
食
材

に
よ
る
料
理
と
の
競
演

を
堪
能
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
〜
い
の
ち
の
旅
〜
」

組
合
青
年
部
会
が
中
心
と
な
り

　山
梨
公
演
の
誘
致
推
進
を
行
う

　

山梨県自動車車体整備協同組合 青年部会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・

ク
リ
ー
ン
社
会
を
目
指
し
て

電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
を

　
　
　設
置
す
る
組
合
を
設
立

山梨ＥＶ充電設備協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全
国
組
合
の
新
会
長
に

　
　
　
　茂
手
木
寛
氏
を
選
出

山梨県印判用品卸商工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総会の様子

就任あいさつをする茂手木理事長

　電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
で
あ
る
急
速
充
電
器
等
の
設
置
を

目
的
と
し
た
「
山
梨
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
協
同
組
合（
小
泉
健
理
事

長
）」
の
創
立
総
会
が
、６
月
15
日
に
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　近
年
は
、世
界
的
に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
破
壊
が
顕
著
に

現
れ
て
お
り
、各
国
と
も
温
暖
化
防
止
策
と
し
て
Ｃ
O
2
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　そ
の
中
で
も
、地
球
環
境
に
や
さ
し
く
、経
済
的
で
振
動
や
騒

音
が
少
な
い
電
気
自
動
車
の
普
及
は
、地
球
温
暖
化
の
防
止
、石

油
依
存
度
の
低
減
な
ど
「
環
境
・
資
源
問
題
」
へ
の
有
望
な
切
り

札
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　当
組
合
で
は
、自
動
車
が
電
気
で
走
る
時
代
が
来
れ
ば
、大
気

汚
染
も
Ｃ
O
2
も
削
減
で
き
、エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ

て
く
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

　ま
た
、電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
は
、県
内
に
は
ほ
と
ん
ど
設

置
さ
れ
て
お
ら
ず
、電
気
自
動
車
の
普
及
に
も
障
害
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、急
速
充
電
器
等
の
充
電
設
備
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

図
る
こ
と
で
電
気
自
動
車
の
普
及
に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
、組

合
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
。

　今
後
は
、買
い
物
や
食
事
中
に
気
軽
に
し
か
も
短
時
間（
約
15

分
か
ら
30
分
）で
充
電
可
能
な
急
速
充
電
器
の
設
置
先
を
開
拓
し
、

電
気
自
動
車
を
便
利
に
身
近
な
存
在
に
し
て
い
き
た
い
。

　な
お
、設
立
認
可
申
請
後
、行
政
庁
の
設
立
認
可
、登
記
を
経
て

ス
タ
ー
ト
に
な
る
。

　山
梨
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
青
年
部
会（
市
村 

智
会

長
）は
平
成
22
年
８
月
23
日（
月
）山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル（
小
ホ

ー
ル
）で
開
催
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
〜
い

の
ち
の
旅
〜
」
を
主
催
す
る
。

　当
業
界（
自
動
車
板
金
塗
装
工
場
）は
、仕
事
が
ら
環
境
に
つ
い

て
は
人
一
倍
考
え
る
機
会
が
多
い
職
種
で
あ
る
。塗
装
・
薬
品
・
金

属
・
オ
イ
ル
な
ど
環
境
に
良
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で

あ
る
が
、そ
れ
を
普
段
の
仕
事
で
使
う
か
ら
こ
そ
環
境
に
つ
い
て

よ
り
深
く
感
じ
、考
え
る
の
で
あ
る
。

　環
境
活
動
と
し
て
、植
林
を
行
う
企
業
参
画
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

G
low
 Leaf

に
参
加
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
低
減
に
貢
献
し
て

い
る
が
、そ
の
活
動
の
中
で
出
会
っ
た
の
が
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ

ィ
」
と
い
う
物
語
と
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
あ
っ
た
。

　「
ひ
と
つ
の
木
に
生
ま
れ
た
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
と
そ
の
仲
間

た
ち
の
物
語
」
春
に
生
ま
れ
、冬
に
散
っ
て
い
く
葉
っ
ぱ
た
ち
の
一

生
を
通
し
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
、や
さ
し
い
言
葉
で
、心
に
響
く

よ
う
に
教
え
て
く
れ
る
物
語
で
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
愛

さ
れ
て
い
る
。こ
の
物
語
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
山
梨
の
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
見
て
ほ
し
い
。ま
た
、一
人
で
も
多
く
の
方
が

地
球
環
境
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
、山

梨
で
の
公
演
を
実
現
し
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。是
非
皆
さ
ん

も
応
援
し
て
下
さ
い
。

　▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
事
務
局（
☎
０
５
５
│
２
３
１
│
３
１
２
１
）

●理事長：小泉　　健
●住　所：山梨県甲府市中央2─13─20
●組合員：5名　　●出資金：100万円
●主な共同事業
①組合員が行う電気自動車充電設備工事の受注斡旋
②組合員が取り扱う機器及び資材の共同購買
③組合員が施工した電気自動車充電設備の共同保守管理

※EV＝（Electric vehicle：電気自動車）

組合の概要

●Glow leafとは
　「グローリーフプロジェクト」は企業参画型の環境推進活
動のブランド名称です。
　「青い地球を守る緑の葉っぱたち」のタイトルの通り、子や
孫そして後世に向けて地球を守っていくことを目的に、CO2
削減を促す「森林活動」という実活動を通じて環境への貢献
を行っています。
●「葉っぱのフレディ」
　日野原重明氏（聖路加国際病院理事長）が企画し原案を書
いたミュージカルとして夏休みの期間、日本各地で上演され
ています。平成18年には天皇陛下がご観劇され、また、平成
20年にはG8北海道洞爺湖サミット連動プロジェクトとして
上演されるなど、各方面からも絶大なる支持を得ています。
平成12年の初演から11年。今年は念願のニューヨーク公演
も決定している。

山梨県自動車車体整備協同組合青年部会プレゼンツ
ミュージカル

「葉っぱのフレディ～いのちの旅～」
── 山梨県公演のご案内 ──

日時▶8月23日㈪ 18：30開場/19：00開演
場所▶山梨県民文化ホール
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　6月2日、山梨県中小企業
団体青年中央会（小澤浩会
長）は、平成22年度通常総
会・講演会及び交流会を開催
した。
　総会では、平成21年度決
算関係書類承認の他に「この
ような厳しい景況の中で、若
手経営者及び後継者を会員

に持つ青年中央会では、会員が抱える問題点等を解決していくた
めの勉強会や視察研修などへの助成、また、会員間の交流の他に、
他県及び他の経済団体青年部との交流促進を例年以上に行って
いく」を基本方針とした平成22年度の事業計画についても承認さ
れた。
　総会後には、三科公孝氏（㈱ノウハウバンク代表取締役）による
講演会が開催された。三科氏によると、大手資本に対して価格競
争で真っ向から立ち向かっても勝つことは難しいため、商品を販
売した後のアフターケアに重点をおくべきであること。また、業界
の常識となっている対処方法等を見直すことにより、新たな展開
が見えてくる可能性があるので、固定概念を捨て去ることが必要
であり、それに一番適しているのは若手の経営者であると語った。
　また、講演会後には交流会が開催され、山梨県商工労働部商工
企画課課長、山梨県中小企業団体中央会会長などが来賓として参
加した他に、友好団体である山梨県商工会青年部連合会、山梨県
青年工業会、甲府市工業協会青年部よりそれぞれ会長が参加し、
会場は大いに盛り上がりを見せた。

　6月1日に「富士の国やまなし館」が新装オープンした。オープニングセレモニーには横内正明山梨県
知事、山梨親善大使として活躍が期待されるタレントの中井美穂さんが参加して盛大に行われた。

　記念フェアは、天候にも恵まれ5月31日から6月
2日までの3日間実施した。6月1日の来場者が多
く、売上も３日間の中で一番多かった。
　このイベントは「やまなし観光推進機構」が主催
し、屋外テントでは、県産品の販売、館内ではソム
リエ五味丈美氏によるワインテイスティングが行
われた。
　本会は、県菓子工業組合の統一ブランド「武田兵
糧丸」や「味噌」「小梅干し」などを販売した。「武田兵糧丸」は、菓子12種類を用意し、6種類を入れた「一番隊袋」
「二番隊袋」を作り、1袋800円で販売した。全種類の試食を提供し、来場者に吟味してもらったが、いずれの菓子
も好評で、県外での販売に自信をつけることができた。
　「味噌」は、製造者である五味醤油㈱が直接説明しながら販売し、「小梅漬」は試食をいつもより多く出したため
か、その良さが理解されいずれも完売となった。
　また、今回は歩道沿いでのテント販売のため、商品に目を向ける人も多く、十分なＰＲ効果があった。

「富士の国やまなし館」
リニューアルオープン記念フェアに参加
「富士の国やまなし館」
リニューアルオープン記念フェアに参加

好天に恵まれ好評を博した試食・販売コーナー

横内山梨県知事、中井美穂さんらによるテープカット

あいさつする小澤会長

講師の三科氏

青年中央会 総会を開催青年中央会 総会を開催
山梨県中小企業団体青年中央会

「中小企業の森」整備作業を実施「中小企業の森」整備作業を実施
山梨県中小企業団体中央会

　中央会は、平成22年6月27日（日）に山
梨県森林公園・金川の森（どんぐりの森）
において整備作業を実施した。
　平成17年に中央会創立50周年記念事
業の一環として、中小企業が環境問題に
取り組む具体的な行動として、当地に植
樹を行った。
　木々は、ただ植えるだけではなく、水を
やり下草刈りを行うなどの環境を整える
ことで、根を張り成長する。また、緑を創
出し保全することで、治水や景観の保全
が図られ、炭酸ガスの吸収によって温暖

化防止に重要な効果もある。
　このように人が手を加え環境を整えて木を育てる過程は、中小企業の成長の姿に似てい
ることから、中小企業者が経営をかえりみる場所として「中小企業の森」と名付け、毎年この
森の整備を行ってきた。
　当日は、雨天にもかかわらず約200名の会員の皆様のご参加を頂き、9時30分から開会セ
レモニーが行われ、主催者として内藤会長があいさつを行い、笛吹市の荻野正直市長・山梨
県森林環境部から江里口浩二、県有林課長の来賓あいさつの後、1時間ほど作業を行った。
　また、本年は中央会創立55周年を迎えることから、あらためて、植樹の趣旨に立ち返ると
ともに、今後もこの活動を続ける機会として記念植樹を行った。
　ご協力頂いた皆様方に感謝を申し上げ、来年以降も木の成長を見守り、整備作業にご協
力を頂けますようお願いを申し上げます。

あいさつする内藤会長

中央会創立55周年記念植樹 下刈り作業の様子
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　第1章　最近の中小企業の動向
　中小企業の業況は、持ち直しの動きが見られるが、業種・規模によってはその動きに違い
がある。特に、資金繰りと雇用は依然として厳しく、デフレや円高の進行等、先行きにリス
クがある。
　政府としては、経済危機の発生後に様々な中小企業対策を行ってきており、今後とも中
小企業の金融と雇用を中心に万全を期す。

　1. 2009年度の中小企業の動向
　中小企業の業況は、持ち直しの動きが見られるが、その水準は依然として低く、業種及び
規模によってはその動きに違いがみられる。
　資金繰りDIは、持ち直しの動きが見られるが、水準自体は依然として低い。倒産件数は、
足下増勢が鈍化しているが、小規模企業の倒産件数は多い。
　政府においては、経営相談の充実・強化を図るべく、商工会・商工会議所等における相談
対応の強化、地域力連携拠点における法律相談等を実施している。また、中小企業の資金
繰り対策に万全を期しており、政府が主導的な役割を担いながら、社会全体で取り組んで
いく必要がある。

　2. 経済危機下の中小企業
　2008年秋の株価急落により、国内銀行の保有株式等に評価損が発生した。中小企業向
けの貸出残高は、その後の中小企業の業況の悪化と相俟って、都市銀行を中心に減少し
た。2008年10月以降、中小企業性製品の輸出額は、前年比で半減した。これに伴い、中小
製造業の生産は、輸出関連業種を中心に急速に減少した。中小企業の直接及び間接輸出比
率は、輸送用機械製造業が53.6％、電気機械製造業が53.0％、非鉄金属製造業が52.5％
であり、輸出急減により直接輸出を行う企業のみならず、直接輸出を行わない企業も生産
が減少したと考えられる。今回の景気後退は、輸出急減の影響を直接受けた製造業を中心
に、業況が急激に悪化し、生産が低水準に落ち込み、雇用の過剰感が急速に高まったこと
が特徴である。
　2008年末から2009年初以降、緊急保証制度、セーフティネット貸付、危機対応貸付の
利用件数及び金額は大幅に増加した。緊急保証制度は、製造業や建設業の企業において、
比較的多く利用されている。また、雇用調整助成金等の対象者数は、大企業では、ピーク時
と比べて半分以下に減少しているが、中小企業では、いまだ高水準で推移している。

 

　これまで見てきたように、中小企業を取り巻く経営環境は依然厳しく、今後とも金融面
と雇用面を中心に中小企業対策に万全を期していく必要がある。

　第2章　中小企業の更なる発展の方策
●国内制約が高まる中での新たな展開
　中小企業は、厳しい経済情勢の下、密度が低下する集積の維持・発展、環境・エネルギー
制約への対応、少子高齢化時代の新事業展開といった国内の課題にどのように取り組み
成長していくのかを分析した。その結果、円滑な事業の承継や中小企業の連携、無理のな

い省エネや省エネ技術開発、多様で有能な人材の確保を行っていくことが重要であること
がわかった。
●国外の成長機会の取り込み
　中小企業は、アジアを中心とする世界経済の発展を自らの成長にどのように取り込んで
いくのかを分析した。その結果、中小企業の成長につながる輸出や直接投資、中小企業に
とってもメリットのある貿易の自由化を促進していくことが重要であることがわかった。

　１．国内制約が高まる中での新たな展開
　エネルギー起源二酸化炭素排出量のうち、中小企業の排出量は12.6％を占める。部門別
に見ると、製造業を中心とする産業部門では11％、サービス業を中心とする業務部門では
43％を占める。
　中小企業の生産額に占めるエネルギー投入額の割合（エネルギー投入比率）は、大企業
と比較して高く、1990年以降の大企業ほどの改善は見られない。実際、小規模な企業で
は、新たな省エネ設備の導入等の投資による省エネに取り組む割合が低い。
　今後、中小企業が活用したい省エネ支援制度は、情報提供や補助金・助成金、税制優遇が
多く、無料省エネ診断サービスや省エネ設備投資の支援制度、税制優遇の更なる活用が期
待される。国内クレジット制度、ＥＳＣＯ事業ともに、認知されている割合は、大規模な事
業所で高いが、関心を有する割合は、全規模の事業所で高く、情報提供により認知度が高
まれば、制度の更なる活用により、中小企業の省エネが促進されることが期待される。

 

　2. 国外の成長機会の取り込み
　中小企業による輸出額や海外子会社の保有割合が上昇するなど、中小企業の国際化が
進展しているが、特に小規模な企業では輸出や直接投資を行う割合は低い。地域別に見る
と、中小企業は、大企業と比較してアジアへの輸出割合が高く、中国に現地法人を保有す
る割合が増加している。
　中小企業のうち、国際化企業は、非国際化企業と比較して、国際化前の労働生産性が高
く、国際化後の労働生産性の伸び率も高い。輸出企業は、非輸出企業と比較して、輸出後の
国内の従業者数の伸び率が高い。直接投資企業は、非直接投資企業と比較して、直接投資
後に国内の従業者数は約1割減少するが、6～7年目には非直接投資企業よりも国内の従
業者数の増加率が高くなる。この主な要因としては、現地におけるネットワークを通じた
取引先の開拓等による国内の事業や現地法人の管理に必要な国内の雇用を増加させるこ
となどが考えられる。
　中小企業が国際化を円滑に進めるために取り組んだ内容は、国際化前は、「海外市場の
情報収集」が最も多いが、国際化後は、「現地における販売チャネルの開拓」や「海外マーケ
ティングの強化」の割合が増加する。現地の人材を定着させるための取組の中で効果的で
あったと答えた中小企業は、「賃金アップ」や「責任ある仕事を任せる」が多いが、「キャリア
パスの明確化」や「成果主義の導入」、「従業員教育の拡充」、「福利厚生の充実」が少なく、人
材育成や評価を中心に対応を模索していることがうかがえる。
　輸出開始後に、輸出を継続する中小企業の割合は、大企業と比較して低く、2000年度に
輸出を開始した企業のうち、半数以上の企業が2007年度までに撤退している。闇雲でな
く慎重な国際化が望まれる。

　第3章　2010年版中小企業白書のまとめ
～ピンチを乗り越えて～
　今回の世界経済危機は非常に厳しく様々な課題も存在するが、中小企業が新事業展開
及び創業を行うことなどにより危機と課題を乗り越える中に、更に発展していくチャンス
がある。

中小企業白書2010年版　～ピンチを乗り越えて～
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情報BOX

　一般社団法人山梨県木材協会では、山梨県内に「住宅」「オフ
ィス」「店舗」を木造で新築される方に、生産履歴が明確な山梨
県産材（ラベリング材）の「柱材」を無償で提供する“県産ラベリ
ング材利用事業”を今年も実施します。
　改装される方には、使用する県産ラベリング「内装材」の半分を限度
として無償提供します。
　募集期間は平成22年7月1日～どちらの場合も提供する量には上限
があり、審査通過先着順で45戸までが対象となります。
　※住宅版エコポイント制度、長期優良住宅普及促進補助金との併用
　　は不可
　また、山梨県産ラベリング材を一定面積以上使用して建築される住
宅を「山梨県産材利用住宅」として認証することにより、住宅ローンに
おける金利の優遇が適用される「山梨県産材利用住宅認証制度」も実
施しています。

●共に各種条件、手続きが必要となりますので、事前に事務局にお問
　い合わせ下さい。
　詳しくは、
　一般社団法人山梨県木材協会まで
　　TEL.055-228-7339
　　FAX.055-222-7703
　　〒400-0047 
　　山梨県甲府市徳行4-11-20
　　（山梨県林業会館内）

県産材プレゼントと
県産材利用住宅ローン
金利優遇について

県産材プレゼントと
県産材利用住宅ローン
金利優遇について
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梨
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甲斐八珍果 あけの金時

平成22年度「山梨県産ラベリング材利用事業」

６月25日の認定書交付式にて
㈱いつみ家杉村社長（前列中央）、経済産業局櫻井次長（前列左
から3人目）、農政局南木係長（前列左から2人目）

販
売
タ
ー
ゲ
ッ
ト

JAフルーツ山梨
JAふえふき
JA梨北農協
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編集後記
　４年に一度の祭典、ワールド
カップで睡眠不足の日々を送っ
ている方も多いと思います。予
選リーグでは多くの番狂わせが
起き、テレビの解説ではジャイ
アント・キリング（大物食い：ス
ポーツ用語）という言葉を良く
耳にします。いつも心の中に秘
めておきたい気概と感じます。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

山梨県中小企業団体中央会組織・機構図

●課　　長　古屋　孝明
●主　　事　組沢　正文
●主　　事　千野　哲宏
●主　　事　鈴木　範行

●課　　長　古屋　浩昭
●係　　長　笠井　靖子

●嘱　　託　伊藤　達美
●嘱　　託　澤登　武仁
●嘱　　託　松浦　亨浩
●嘱　　託　河合　克枝
●嘱　　託　水本　恭史
●嘱　　託　桐山　都由

●課　　長　小佐野時雄
●課長補佐　堀内　　修
●主　　事　仲澤　秀樹

●課　　長　山本　良一
●係　　長　保坂　　淳
●係　　長　臼田あけみ
●嘱　　託　海老澤詞保
●嘱　　託　長田　光香

●課　　長　知見寺好幸
●係　　長　輿水　一篤
●主　　任　窪田　　学
●主　　事　齊藤　寛之
●コーディネーター　眞浦　正徳
●コーディネーター　角田　俊和
●コーディネーター　鈴木　正富
●アドバイザー　桜井　隆男
●アドバイザー　曽雌　源興

●支 所 長　三井　成志

平成22年7月1日現在

専務理事　新海　一男

常務理事　依田　正司

事務局長　飯野　鉄夫 事務局長付　鈴木範行

総　務　課 観　光　課

特産品市場開発チーム

組　織　課 労　働　課 連携支援課 郡 内 支 所

企画総務部長　三枝　幹夫 組織開発部長　小佐野時雄 連携支援部長　知見寺好幸

▶組合研究集会及びモデル組合に取り組む小企業者組合（注）を募集します。

①組合研究集会 組合で実施する研修会を助成！
　小企業者組合が、組織強化、運営の向上、事業の発展
向上等及び組合員の経営の近代化等を目的として開催
する研修会に要する経費を助成します。
◆助 成 金 額　事業に要する経費の2／3
　　　　　　　（上限100,000円）
◆募集組合数　４組合

②モデル組合 研修会等、パンフレット作成を助成！
　小企業者組合のうち、他の模範となる組合を指定し、教育情
報提供事業（研修会等）、成果普及事業（パンフレット作成等）
に要する経費を助成します。
◆助 成 金 額　事業に要する経費の2／3（上限200,000円）
◆募集組合数　１組合（選考委員会を開催し、指定します）
◆指 定 条 件　モデル組合の指定にあたり、指定する条件が
　　　　　　　あります。

ご案内研修会等の経費を助成！研修会等の経費を助成！

（注）小企業者組合とは？
　事業協同組合、企業組合、協業組合、商工組合及び商店街振興組合であって、構成員の４分の３以上が小企業者（常時使用する従業員の数が
５人（商業・サービス業は２人）以下の会社及び個人）で組織される組合です。

＊組合研究集会及びモデル組合ともに募集組合数に達し次第締め切ります。

●詳しくは、中央会の組合担当者又は組織課まで

●平成22年9月３日（金）
●一宮町福祉センター

合同面接会参加企業募集中

〒400-0355　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　㈳山梨県シルバー人材センターではシニアワーク
プログラム事業を実施し働く意欲のある高齢者の就
職、就業支援をしています。

タクシー乗務員合同面接会

警備業務合同面接会

＊参加企業を募集しています。詳しくは下記までお問合せ下さい。

●平成22年7月6日（火）
●山梨県立青少年センター


